
［成果情報名］シトレンジ台木品種「Ｃ32」の利用による極早生ウンシュウの生産性向上効果

［要約］樹勢の弱い極早生ウンシュウの「崎久保早生」にシトレンジである「Ｃ32」台木

を用いると、「カラタチ」台木と比べて果実品質はほぼ同等で、１樹当たりの収量が増加

する。また、樹高・樹幅が増加して、樹冠容積も大きくなる。
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［背景・ねらい］

極早生ウンシュウは、一般に樹勢が弱く収量が少ないため樹勢強化対策が必要である。

極早生ウンシュウの栽培では、台木としてカンキツトリステザウイルスに対して抵抗性

がある利点から「カラタチ」が利用されているが、果実品質は良い反面、樹勢が弱く収

量は少ない。そこで、カリフオルニア大学で育成されたカンキツトリステザウイルス抵

抗性が期待できる「ルビーオレンジ」と「カラタチ」との属間雑種（シトレンジ類）で

ある「Ｃ32」と「Ｃ35」について極早生ウンシュウ「崎久保早生」の台木候補としての

適用性を調査する。なお、対照品種として「カラタチ」、および中晩性カンキツ類等で

強勢台木として利用されている「シークワシャー」を用いる。

［成果の内容・特徴］

１．樹齢が進むにつれて樹体生育に台木の影響が認められ、樹高は「Ｃ32」「シークワシ

ャー」が「カラタチ」「Ｃ35」に比べて高くなり、樹幅は「カラタチ」等に比べて「Ｃ

32」がやや大きく「Ｃ35」でやや小さい。樹冠容積は「Ｃ32」が「カラタチ」および「Ｃ

35」より大きくなる（表１）。

２．台木品種が１樹当たり収量に及ぼす影響では、毎年「Ｃ32」の収量が多く、累積収量

でも「Ｃ32」は「カラタチ」台に比べて約5割多い。「シークワシャー」の収量は「カ

ラタチ」よりやや多く、「Ｃ35」が最も少ない傾向にある（表２）。

３．果実品質では、糖度及びクエン酸含量について、年次間、台木間で一定の差異が認め

られない（表３）。

［成果の活用面・留意点］

１．「Ｃ32］台木は、極早生ウンシュウなど樹勢の弱い品種の樹勢強化対策に利用できる。

２．「崎久保早生」など樹勢の弱い極早生ウンシュウに「Ｃ32］台木を利用した場合、樹

冠拡大が早いので早期成園化が可能となる。

３．台木用種子は海外から購入する必要がある。



［具体的データ］

表１ 台木の違いが「崎久保早生」の樹体生育に及ぼす影響

表２ 台木の違いが「崎久保早生」の収量に及ぼす影響

表３ 台木の違いが「崎久保早生」の果実品質に及ぼす影響

［その他］
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調査項目 台木品種 樹 齢
 2年生  4年生  6年生 8年生   10年生

Ｃ３２ 85 128 105 ab 148 a 164(116) a
樹 高 Ｃ３５ 78 119 93 b 129 b 139( 99) b

(cm） ｼｰｸﾜｼｬｰ 80 137 116 a 152 a 168(119) a
カラタチ 82 126 107 ab 135 ab 141(100) b

有意性 NS NS  ** * *
Ｃ３２ 71 145 107 a 166 a 193(114) a

樹 幅 Ｃ３５ 64 126 89 b 131 b 160( 94) b
(cm） ｼｰｸﾜｼｬｰ 58 140 102 ab 153 ab 177(104) ab

カラタチ 51 146 99 ab 140 ab 170(100) ab
有意性 NS NS * ** *

Ｃ３２ 0.3 2.02 0.89 a 3.00 a 4.55(158) a
樹冠容積 Ｃ３５ 0.25 1.37 0.52 b 1.58 c 2.51( 87) b

(m
3
） ｼｰｸﾜｼｬｰ 0.2 1.95 0.87 a 2.60 ab 3.79(132) ab

カラタチ 0.2 1.87 0.75 ab 1.88 bc 2.88(100) b
有意性 NS NS * * *

台木品種を2年間育苗した後1996年4月に「崎久保早生」を接ぎ木し，1997年４月にほ場に定植した。
施肥は地域の標準量を配合肥料（Ｎ：Ｐ：Ｋ：Ｍｇ＝6：5：4：1）で施用した。
調査樹数は「C32」「C35」「ｼｰｸﾜｼｬｰ」は8樹、「ｶﾗﾀﾁ」は6樹。
(  )はカラタチを100とした時の割合(%)
最小有意差法により英小添字異符号間に有意差有り(＊5%，＊＊1%)以下同様

  調査項目 台木品種     樹 齢
5年生 6年生 7年生 8年生 10年生 平均

糖度（％） Ｃ３２ 8.1 b 8.4 7.8 8.2 c 8.7 a 8.2
Ｃ３５ 8.6 a 8.9 7.9 8.6 b 8.7 a 8.5
ｼｰｸﾜｼｬｰ 7.8 b 8.8 8.0 9.1 a 8.3 b 8.4
カラタチ 7.7 b 8.3 8.1 8.6 b 8.6 ab 8.3

有意性     *   NS   NS     *     *    NS

クエン酸（％） Ｃ３２ 0.83 a 0.94 0.80 ab 1.05 0.88 0.90
Ｃ３５ 0.81 ab 0.93 0.73 b 0.98 0.84 0.86
ｼｰｸﾜｼｬｰ 0.86 a 0.88 0.79 ab 0.95 0.85 0.87
カラタチ 0.76 b 0.92 0.85 a 0.99 0.88 0.88

有意性     *   NS   **   NS   NS    NS

(  )はカラタチを100とした時の割合(%)
Z10年生樹の樹冠占有面積当たり収量

台木品種           樹 齢(kg/樹） 累積収量 Z樹冠占有面積当
5年生 6年生 7年生 8年生 9年生  10年生 (kg/樹） たり収量（kg/㎡）

Ｃ３２ 4.2 a 11.0 a 7.0 14.3 a 16.0 a 17.8 a 70.3(135) a 6.0 a
Ｃ３５ 2.2 b 6.4 b 6.0 9.4 b 11.6 ab 9.4 b 45.0( 87) b 4.7 b
ｼｰｸﾜｼｬｰ 4.1 ab 9.4 ab 7.0 12.4 ab 10.9 b 15.4 ab 59.2(114) ab 6.4 a
カラタチ 2.2 ab 6.4 b 6.8 11.4 ab 11.5 ab 13.7 ab 52.0(100) ab 6.1 a
有意性 * * NS * * ** *       *


